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群小詩人列伝　　火星派詩人
　　　　　　　　　　クレイグ・レインの巻
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　クレイグ・レインは，派手な男だ。この男を紹介してみたい。どう派手か？
三つあげよう。
　1．火星派というニック・ネームを頂戴した。
　2．晴人の親父を持っている。
　3．　『ソ連の電化』というオペラらしからぬ題のオペラの台本を書いた。
　まあこの他にも，出版社フェイバーに職を得たりして，T．　S．エリオットを
思わせるところも少なからずある。
　これらのエピソードを背景に，作品を前景にすえて，クレイグ・レインを論
じることにしよう。
　まず，火星派（Martian　School）という言い方がある。もちろん，これは，
クレイグ・レインの『火星人，故郷に葉書を送る』（AM砂加πSends　a　Po－
stcard　Home）という詩集名に由来するものだ。そこから，詩人のジェイムズ
・フェントンが，ある種の傾向を持つ詩人を「火星派」と命名したのである
（New　Statesman，200ct　1978）。その内容を，出版当時の反響に遡って検討し
てみよう。『火星人，故郷に葉書を送る』（1979）はレインの第二詩集であり，
その前年の『玉葱，記憶』（1978）が第一詩集。
　レインがイギリス詩の世界で認められだしたのは1977，8年のことだ。彼が
主だった詩の賞を次々に受賞し，その飛び抜けた才能を現したのである。
　レインの第一，第二詩集が出版れさた時の書評を見ることにしよう。まず北
アイルランドのベルファースト出身の詩人デレク・マハンは，1　i？pa’，記憶』
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を論じて，目をみはる隠喩と直接法現在形の多用を指摘している。さらにマハ
ンは，現代の英詩には，人が舞めしているという一生きている人，死にゆく
人，思い出される人，等。レインの詩にも人は多いが，物となると話が別で，
物はそれ自体の生命を持っているように描き出されるという。そのことは美点
であると同時に，批判にもつながっていく。マハンによれば，たとえば肉屋や
パン屋を描くときに，その道具や商品の描写には冴えた腕前を発揮したとして
も，肉屋やパン屋の人間が描かれていないというのである。
　ここで幾つか問題が出てきたので整理してみる。一つは隠喩のこと。これは
レインの詩を論じる人全てが触れることで，「火星派」という名が定着するま
えには，「隠喩人」（metaphor　man）　と呼ばれていたほどなのだ。隠喩につい
ては，後で詳しく扱いたい。もう一つは，卓抜な隠喩を抜きにしては考えられ
ないのだが，対象の扱いが物的で人間が描かれていないという非難。
　しかし，ひるがえって，その場合人間が描かれているとは，どういうこと
か。察するに，人間が外側から見た素振りや外見だけでなくかれの持つ内面，
感情が表現されているということであろう。それは無いものねだりである。セ
ザンヌやキュービストにむかって，その木は，その林檎は，そんなに直線じゃ
なくてもっとまるいですよ，と忠告するようなものだ。クレイグ・レインの詩
は短い。殆どが1ページか2ページにおさまってしまう。その中に全てを詰め
込むことは出来ない。彼はあくまで外から，鮮やかに，活写する。
　そのことを別の言い方で，マイケル・ハルスは言う。「庭師」の中で，レイ
ンは仕事をする職人に対する興味があるのだが，イメージをつるすハンガーと
して関心を持っているのだ。イメージがすなわち詩である。イメージが全体の
構造を表し，イメージがなければ詩もない。このあたりで，具体的に，その
「庭師」をみよう。
The　Gardener
Up　and　down　the　lawn　he　walks　with　cycling　hands
that　tremble　on　the　mower’s　stethoscope．
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Creases　blink　behind　his　knees．
He　stares　at　a　prance　of　spray
and　wrestles　with　Leviathan　alone、　Victorious，
　　　　　　　　　　　　　，
he　bangs　the　grass　box　empty　like　a　clog＿
The　shears　are　a　Y　that　wants　to　be　an　X
he　holds　them　like　a　water　diviner，
and　hangs　them　upside　down，　a　wish－bone，
His　hands　row　gently　on　the　plunger
and　detonate　the　earth．　He　smacks　the　clods
and　dandles　weeds　on　trembling　prongs．
They　lie，　a　h『ap　gf　dusters　softly　shaken　out．
At　night　he　plays　a　pattering　hose，　fanned
like　a　drummer’s　brush．　His　aim　is　to　grow
the　Kremlin　　the　roses’tight　pink　cupolas
ring　bells．．．．．．For　this　he　stands　in　weariness，
tired　as　a　teapot，　feeling　the　small　of　his　back．
　　　　　庭　師
彼は芝のうえを行ったり来たり，芝刈り機の聴診器にあてた
震える手をぐるぐるまわしながら。
膝の裏で折れ目がウィンクする。
芝のしぶきが上がるのを見つめ，
怪物リバイアサンと格闘している。勝利して，
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草の箱を木靴のようにたたいて空っぽにする…
大鋏はY字型でXになりたがる。
庭師は，水脈を占い棒で発見する人のように大鋏を持ち，
上側を下にして，叉骨のように吊るす。
手は，棒ピストンの上をゆるく漕ぎ，
地面を爆発させる。震える刃先が，銅貨にガツンと
ぶつかったり，雑草をゆすったり。
草はそっと振り落とされ，はたきの山。
夜かれはドラマーのはけのように扇形に水を
撒き散らしてホースをあやつる。かれの目当ては，
クレムリンをつくること一薔薇の固いピンクのドームは，
ベルを鳴らす…これがために彼はぐったりと立っている，
ティーポットのように疲れて，腰のくびれを擦りながら。
　前半はたしかに，芝刈り機のハンドルを聴診器に讐えたり，ハンドルを握る
手が規則的に上下に振動するさまを‘cycling　hands’と機械と一体化してみせ
たりしている。つまり，一方で人間を機械や道具に見立て，もう一方で，機械
や道具を擬人化しているのである。もっと抽象的に言うと，生物対無生物，あ
るいは，有機物対無機物の関係を入れ換えて対処しているのだ。対象物に対す
る普通の人間の見方を，逆転させているわけである。そのことより，日常みな
れなじんだものを，今までにない捉え方で見るようになるのだから，「異化効
果」と呼んでも少しもおかしくはない（ダナ・ジヨイア，1984）。（ブレヒトと
の関係はrソ連の電化』にもあるが，後で述べる）。このように，人間を機械
に，あるいは道具を人間に見立てること，さらに「老人ホーム」では人間を魚
介類に喩えていることは，一般化して言えば，あるものを別のものに置き換え
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ることだ。その置き換える観念の装置が隠喩である。．レインの隠喩は人間なら
人間をほかのものになぞらえることにより，それが慣習的にまとっていた意味
の衣を脱ぎ捨て，そのものをいままでと異なった文脈で見せる。リンダ・ハッ
チョン調に言えば，「文脈横断」するのである　（リンダ・ハッチョン「パロデ
ィの理論」1985）。つまり，いままで，読者が持っていた固定的な見方のコン
テクストをずらしてしまうのだ。
　隠喩の見立てにより，AはAであるというあだりまえの世界が，一時的にせ
よ，崩れてしまい，AがAである．と同時にBでもあるような世界が現出してし
まうのである。その場合AとBが掛け離れていればいるほど，意外性，挑発性
が大きく刺激的なのは言うまでもない。レインの比喩では，AとBが，通常ま
ったく別の範疇とされるものどうしなので，読者を驚かせた．り，喜ばせたり，
あるいは，憤慨させたりするわけだ。
　ここで，レインに対する非難に戻るとしよう。レインへの批判は，大雑把に
いって，二つある。一つはマハンのように人間が書けてない，彼には感情が乏
しいなどというもの。もう一つは，彼の隠喩は見事だが次から次へと繰り出さ
れると，手品をみせられているようで，飽きてしまうというもの。
　第一の批判については，弁護の余地がある。人間を非人間的に扱っていると
いうのが，批判の骨子だと思うが，レインの場合，非人間を人間的にも扱って
いるのだ。人は，機械やイカ・タコを擬人化しても腹が立たないが，人間を機
械や烏賊・蛸にたとえると不快を感じるものらしい。まあたしかに日常的に
は，人を機械よばわりしたり，烏賊・蛸に喩えるのは，嘲笑する目的で使われ
ることが多いのではあるが。大袈裟にいえばそこには，人間中心・人間優位の
思想（進化論でも，それより前の「存在の連鎖」的な見方でも）が背後にあ
る。人間が上で，その下に下等生物，さらにその下に無機物がある。この観念
上のヒエラルキーを引っ繰り返すのは詩の中といえども不穏当と感じられるの
だろうか。マハンやアラン・ロビンソンの餐盛をかった詩「老人ホーム」の一
部を引こう。ここでは，老人は烏賊・蛸ではなくて，蟹や海老にたとえられて
いる。
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Blood　pressure　and　lumbago
have　Ieft　these　shrimps－
pink　and　puffed　as　a　rowing　eight，　slumped
over　their　needles：
Outside，　a　dog　chases　its　tail
like　a　miniature　railway．．．
Lobsters　struggle　in　their　walking　frames，
wear　warm　mittens　all　year　round．
Sprouting　eyebrows　twitch　like　rods
at　the　endof　a　pier．
血圧と腰痛が
この小海老たちを一
櫓を漕ぐエイトのように，ピンクにし，あえがせ，
編み針のうえに前かがみにした。
戸外で，犬が自分の尾を追いかけている
模型の鉄道みたいに…
伊勢海老たちは歩行器の中でもがきながら，
一年中，ミトンをはめている。
にょきっと伸びた眉毛が，埠頭の端の釣り竿のように
ぴくっと動く。
　この詩にはこの後，蟹（にたとえられた老人）も出てくる。マハンは，「老
人ホーム」では若者が老入を馬鹿にしているように見えるという。つまり，語
り手が非情だというのだ。また，アラン・ロビンソンは，こういう隠喩は他者
への思いやりに欠けているという。不作法であり，老人にまだ残っている威厳
を奪ってしまうものだというのである。これらの非難・批判には一理あろう。
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が，もう一度，引用箇所を読み返していただきたいのだ。なかほどのカプンッ
トに，‘Outside，　a　dog　chases　its　tail／Iike　a　miniature　railway．＿’とあ
る。ここでは，犬が模型の鉄道に喩えられている。動物が無機物みたいだとい
うのである。見立ては老人に対するものだけではない。さらには；語り手自身
も詩の末尾で栗の木に喩せられる。‘while　I　stand　like　a　chestnut　tree／loo・
king　for　an　ashtray．’まさか，マノ・ンやロビンソンも，植物や鉄道に喩える
のは尊厳をそこなわないが，．魚介類ではいけないというつもりではなかろう。
この詩では，レインの多くの詩と同様に，全てのものが，異化されている。尋
常ならざる視線によってとらえられ，新しい文脈に置かれて表現しなおされて
いるのだ。
　とすると，その置き換えの原動力となるものは何か。きっかけ・動機はどこ
からくるのか。別の文脈に置き換えるのはよいとしても，その別の文脈は何に
よって与えられるのか，ということが問題になる。まあ，ケース・バイ・ケー
スだ，というのが穏当なところだろう。たとえばこの「老人ホーム」の場合
は，若者の語り手（少なくとも老人でない語り手）が，老人ばかりという異様
なコミュニティに接した驚きが，新しい文脈を形成する動機となりうるだろ
う。産業社会にとって不要となった者を，一箇所に隔離して管理するという点
においては，老人ホームの背景にある思想は，精神病院を産み出した思想と全
く同じである。老人ホームや精神病院の存在を既知のものだから当然だと考え
る人には，語り手が異様とも思える隠喩を駆使する理由がわかるまい。しか
も，語り手は，声高にこんな施設は非人間的だと叫ぶことが無効・非力なのを
よく承知しているのだ。そのかわりに，ユーモアとか「異化」という戦略を採
ったのである。このように，ある種の政治的メッセージの直接的な表現を嫌う
というレインの性質は，最近1986年7月から1987年1月のDaVid　Norbrookと
の論争でも形を変えて顕れた。書評紙London　Reviexvof　Boofesの投書欄で
：二人の半年に渡るやりとりは，Tom　Paulin編纂のFaber　Book　of　Political
Verse（1986）に対するノーブルックの書評をきっかけに始まり，ミルトンが
Paradise　Lostにおいてrhymeを用いずにblank　verseを用いたのには，政
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治的な含みがあったかなかったかをめぐるものであった。17世紀当時rhyme
は王政や貴族を賛美し飾り立てたものとしてのレトリックの象徴であったから
共和制を支持するミルトンはrhymeを使わなかったのだというノーブルック
に対し・レインはあくまで，blank　verse自体は無色透明で，詩人の書き方ひ
とっで共和制擁護のためにも，王党派擁護にもなるという立場を固持したので
ある。
　話をもとに戻そう。先に引いた「庭師」の場合，広い意味での社会的・政治
的文脈はどのようなものであろうか。この詩はr玉葱，記憶』の中の一遍であ
るが，この詩集は六つのせクションに分かれている。第一のセクションがYE－
LLOW　PAGES（電話帳の職業別欄）で，「庭師」の他に「肉屋」，「床屋」，
「窓拭き職人」などがそこに配されている。つまり，部外者から見た職人のあ
りさま，生きようである。共通点らしきものは，産業社会以前から存在し，あ
まり近代化していない職人というところか。高度に発達した産業社会の側か
ら，これらの職人を照らしだすと，異なるものとして見えるということだ。
　この新文脈の布置が一番「自然」に思えるのが，第二詩集『火星人故郷に葉
書を送る』の表題詩である。この詩においては，観察者が火星人であり，観察
されるものは我々の日常ありふれたものだから，異化されるのが当然と思え
る。つまり，より多くの読者にとって納得がいく。
In　homes，　a　haunted　apparatus　sleeps，
that　snores　when　you　pick　it　up，
If　the　ghost　cries，　they　carry　it
to　their　lips　and　soothe　it　to　sleep
with　sounds．　And　yet，　they　wake　it　up
deliberately，　by　tickling　with　a　finger．
家には，道具が取り慧いて眠っている，
鼻Fをかくと，それをとりあげる。
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　そのお化けが泣くと，家の人はそれを
　目元へもっていって乳なだめて寝かしつける
　でも，わざと起こすときもある，
　指でくすぐって。
　これは現代のコミュニケーションの道具を代表する電話の「描写」である。
舌を巻くうまさだ。レインはうまさに酔った読者に，毒を盛ることも忘れては
いない。これに続いて，
　Only　the　young　are　allowed　to　suffer
　openly．　Adults　go　to　a　punishment　room
　with　water　but　nothing　to　eat．
　They　lock　the　door　and　suffer　noises
　alone．　No　one　is　exempt
　and　everyone’s　pain　has　a　different　smelL
　こどもだけが，人前で苦しむことを
　許されている。大人は罰の部屋へ行く
　そこには水だけで食べ物は何もない。
　戸の鍵を締め，一人で騒々しく
苦しむ。だれもこれを免れず，
一人一人の痛みはちがった臭いがする。
　もちろん，水洗便所での排泄のことだ。どこやら，スウィフト的な匂いがし
ませんか。あるいはリアリズムを糞尿レアリスムと喝破した石川淳にも通じる
ところがあろう。僕が言うのは，影響関係ではなくて，精神のありかたに類似
性が見られるということだ。話をもとに戻すと，上の例では，火星人が見てい
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るという状況設定をすることにより，日常生活そのものの一部である便所が異
化されることが「不自然」どころか，さもありなんと読者に思えるのである。
　何故，こう新しい文脈を与えるのか。われわれの身のまわりの物事に対する
見方が習慣化し，固定化し，機械化しているのを揺さぶるためだ。われわれ
は，効率のため・便利のために，見慣れたものには何も感じなくなっていく。
特に大都市では，人間に対してすら一々気を配ってはいられない。（日本の満
員電車に乗りつければ，まわりの人間を意識しないように訓練されてしまうだ
ろう）。人間の性質として，同一の刺激を繰り返せば，それに対してだんだん
と感じなくなるということがあるのだろうが，特に現代の都市文化はその傾向
に拍車をかけているのだ。そこを衝いたのがレインの隠喩だと僕は思う。これ
はもちろん，ロシア・フォルマリストのいう前景化，ブレヒトの異化と通底す
るものだ。
　さらにもう一歩踏み込んで，レインのメタファーという戦略が結果的（ある
いは意図的なのだろうか？）に持つイデオロギー的な意味について，少しばか
り考えてみる。人や機械や魚介類の境界を侵犯して，大胆なメタファーをあや
つるようにさせκ背景は何か，と言い換えてもいいだろう。思い切って図式化
して述べるとこうなる。現代のように資本主義が高度に発達すると，ものはす
べて物象化されてしまう。すなわち，ものはすべて商品として（交換価値とし
て）見られる。「なんぼのもん」か，ということが常にあるわけだ。本来は，
何か使用目的をもっていた「もの」が，独り歩きして金銭的価値に置き換えら
れてしまうのだ。そのためわれわれは本来もっていた「もの」とのいきいきし
た関係を奪われてしまう，というのが‘reification’＝物象化ということだ（ル
カーチ参照）。いったんそうして金銭の秩序によりのっぺりと一元化されてし
まったかにみえる資本主義社会は，単調で退屈なものになってしまうかという
と，さにあらず。怪物的強さを発揮し，「もの」を記号として消費出来るとこ
ろまで進んでしまうのだ。ボードリヤールのいう状況は，日本での自動車の消
費をみると一番わかりやすい。自動車は，もはや移動の道具としてよりも，自
分のセンスを誇示したり，さらに自己満足に浸ったりするための一一Ptの記号と
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なっているのである。ルカーチの段階にもボードリヤールの段階にも共通する
のは，ものをものとして捉えるこ、とが出来ないということだqありのままに見
る，感じるという・ことはちょっと考える以上に困難なことになってしまってい
るのだ。われわれを取り巻くシステムが目に見えない形で強力にバイアスをか
けている。すべてを飲み込む関数がわれわれのまわりを取り囲み，意味づけを
行っでしま・う。その意味づけを外したり，ずらしたりするためには逆関数をか
けるしかない。’その逆関数に相当するのが，レインの隠喩である。あるいはこ
う言い換えてもいいだろう。・われわれは気がつかないうちに，色眼鏡をセット
されており，ものを見るときには全てがそのレンズの色に染まって見えてい
る。本来の色を見ようとすると，セットされた眼鏡レンズの色を打ち消す新た
なレンズを重ねなければならないのだ。その新しいレンズが，レインのメタフ
ァーなのである。
　ところで，ものをものとして見たり，ものをものとして表現レたりする時に
われわれの眼を一定の方向に向けさせるのは上に述べた資本主義のシステムの
みではない。言葉自体が，すでにつねにkのような働きを持つのである（専山
圭三郎参照）。われわれは，生まれた時からずo．と，言語Lというおそら．く｝ヰこ
の世で一番精妙なシステムの中に投げ込まれてきたのだ。e言語を習得する過程
を通じて，世界に対するある見方を学んでいく。言語にももちろん習慣性があ
り，ある表現が固定化し，それが硬直した見方を言語使用者に強制することに
なる。そうすると言葉によってわれわれは認識をするのだが，その言葉によっ
て「じか」にものを捉えることが出来ず，偏向した観点しかとれなくなってし
まう，ということも生じる。
　これを芸術に則して言えば，ある形式や様式があまりにも支配的となり，そ
れが因習化し，芸術家が世界といきいきした関係をとりむすべなくなっている
という状態である。この状態から脱し，ものを直接的に描こうとしたのがイマ
ジストであり，レインの姿勢と一脈通じるところがある。，レインとイマジスト
の関連については，例えばブレイク・モリソンが両者の強みは，「人に実際に
見ることを要求すること」であると指摘している　（British．Poθ疏y　since　19
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70，P155）。またマイケル・ノ・ルスもレインとイマジストの立場の類似を挙げ；
イメー一一ジをつくることに専心するあまり∴詩作の過程が単にものを見る過程に
なりはしないかと懸念している（（］ritical　Quarter！y，　Vo1．23，　No．4，　Winter，
1981，pP．13－21）　6こ1こでは，’もう少し詳しくイマジストの目指したことを辿
ってみたい。運動の主唱者パウンドは，1914年当時，詩はものを直接的に表現
せねばならぬと考えていた。それを阻んでいるのは何か。パウンドによれば，
あしきヴィクトリア朝詩人の影響であり，特にテニスン誠の詩だ。構文が複雑
で，形容詞が沢山つらなbた装飾的文体をパウシドほ目の敵にした。イマジズ
ムの中心人物の一人F．S．フリントはイマジズムには次の三つの規則があると
いう（雑誌rポ土トリ』1913年3月号）。
　1．主観的であれ，客観的であれ「もの」を直接的に扱うこと。
　2．描写に役立たぬ語は，絶対に一語たりと使わぬこと。
　3．　リズムに関して。メトロノームではなく，音楽のフレーズの進行のよう
　　　に作ること。
　3について一言付け加える。より具体的には韻を踏まなくてもよい自由詩と
いうことだ。エイミ・ロウウェルが介入してきてイマジストの「民主的」なア
ンソロジーを編纂するよう提案された時，パウンドはもしそうするならそのア
ンソロジーには『自由詩』と名付けるべきだ，と書いている。このようにし
て，イマジズムは運動としては自由詩を枠としたゆるい結合体として拡散して
いく。エイミ・ロウウェルは，パウンドの「独裁」を止め，各詩人は自分でそ
の年の最良のものを選び，アルファベット順に掲載されるべきだと主張したb
である　（Perter　Jones　1972，　p．22）。当然パウンドの方針と食い違い，パウン
ドが結局でていくことになるのだが，彼はイマジズムをどう考えていたのか。
「イメージ」は，瞬間のうちに知的・感情的複合体を描写するものだ，と彼は
言う。知的なものと感情的なものが同時に表現されることにより，我々は解放
感を得る。時間や空間の制限から解放されるのである。しかしパウンドの言う
「イメージ」を得ることは，決して情景描写などではない。それなら画家のほ
うがずっと上手いと断言している。彼が単なる情景描写ではなくて‘present’
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（呈示する）している例として挙げているのはシェイ・クスピアの『ハムレッ1ト』
からのもの。‘Dawn　in　russet　mantle　clad’（茜色の衣をまとった朝）1という
部分　（一幕一場）。パウンドがこの詩行を賞賛しているのは興味深い。，これこ
そ，夜明けのある情景に対する認識と切り離せない隠喩であって単に言葉を飾
りたてるものではないからだ。装飾性を剥ぎ取り，ものに強い光りをあて，べ
っきりとした輪郭を与えることをパウンドは目指したのだ（1914年8月1日付
けのエイミ・ロウウェルへの手紙）。ものを直接的に見ることの障害が，因習
的な言Pt　＝＝ヴィクトリア朝の入り組んだ構文とそれに纒わりつく過剰なまでの
形容詞や副詞なのである。しかし，その因習を壊した後に来るべきものが，t・単
なる写実主義ではなかったことが，パウンドによるシェイクスピアの採り上げ
方からも明らかだし，パウンド自身の実作をみてもわかる6
In　a　Station　of　the　Metro
The　apparition　of　these　faces　in　the　crowd；
Petals　on　a　wet，　black　bough．，
地下鉄の駅で
群衆のなかにぬっとあらわれた顔，顔，顔。
しめった，黒い枝のはなびら。
　地下鉄の入口をでる人々の顔の連なりと，はなびらという二つのイメージが
なんの説明もなく並置されている。かろうじてセミコロンが，二つが無縁でな
いことを合図する。二行目のはなびらのイメージは，メタファーというものの
極限状態だといえよう。パウンドの詩よりも，いろんな意味でイマジズムの典
型を示していると言われるH．D．の詩をひとつ見よう。
Oread
Whirl　Up，　sea一
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Whirl　your　pointed　pines，
Splash　your　great　pines
On　our　rocks，
Hurl　your　green　over　us，
Cover　us　with　your　pools　of　fir．
オレイアス
渦巻いてのぼれ，海よ一
尖った松の木をぐるぐる廻せ，
おおきな松を
岩の上にはねあげよ，
お前の緑をわれらの上に投げつけよ，
われらをお前のモミでおおってくれ。
　オレイアスは山にやどるニンフ。この詩では，海の緑を表すのに松を用いて
いるようでもあり，オレイアスが山にいることから，山にはえている松の木の
緑を表現するのに海を借りてきているようでもある。それぞれが，たがいの緑
を深めあっているようだ。以上の二例からもお分かりのように，イマジズムに
とって隠喩は強力な表現手段の一つである。二つのイメージがぶつかりあって
新しい複合的な認識を創り出すのである。
　隠喩や直喩をもちいたイメージのほかにも，イマジズムとレインの詩法には
共通点がある。それは，自由詩であるということ。この点については，同じ
「火星派」でもクリストファー・リードは違う。リードは韻を踏むこともまま
ある。だから詩の形式に関してはレインの方がリードよりもイマジズムに近い
のである。そのため「火星派」の詩は，目ばかり発達して，耳がよく聞こえな
いのだという悪口もあるくらいだ。
　ではレインの詩はどんな形式をとっているのだろうか，整理してみよう。
r玉葱，記憶』とr火星人故郷に葉書を送る』を読んでまず気がつくのはカプ
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レットの多用である。試しに数えてみると，第一詩集r玉葱，記憶』は，全部
で五十五篇ある。その中カプレット（二行連句）「のみで構成されているものが
；一十五篇，一トリプレット（三行連句）のみで構成されるものが七篇，クァトレ
イン（四行連句）からなるもの五篇，その他が十五篇である。ただし，カプレ
ットのみで構成される二十五篇g中には，最後の連のみが一行で終わっている
という詩を含んでいる。2＋2＋2＋2＋2…2＋1となるわけで，当然最後
の一行にさまざまな効果が生まれるわけだが，分類の便宜上，純粋にカプレッ
トのみのものと同じ範疇とした。その他の十五篇というのは，連によって行数
が異なる詩である。
．分類を続ける。第二詩集r火星人故郷に葉書を送る』は全二十四篇。カプレ
ットのみで出来ているものが二十篇と大多数を占める。クァトレインのみで出
来たもの三篇。変則的なもの一篇である。第二詩集では圧倒的にカプレットが
多いのだ6
　1984年に出た最新詩集r富』はどうか。この詩集は三部に分かれている。第
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノー部と第三部はこれまで通りであるが，第二部は22ページに亘るひとつづきの
散文である。「銀の板」という題をもったこのセクションはレインの父親を中
心とした彼の家族の生活，クレイグが生まれる前から，十六歳に至るまでが書
かれている。第一部や第三部の詩にもそれまでと変化が見られるが，それは後
で触れることにしよう。この詩集は第一部十三篇，第三部十四篇，合わせて二
十七篇からなる。カプレットのみで構成された詩はわずかに二篇。「トリプレッ
トで出来たものが十二篇。クァトレインのみのもの九篇。五行連句のみのもの
二篇。その他の変則的なものが二篇だが，そのうちの一篇は‘Arsehole’とい
う上品ぶった人が眉を墾めそうな題を持ち，行わけも4＋4＋3＋3の計十四
行，つまリソネットである。この「けつの穴」というソネットはランボーの翻
案であるが，1983年4月に「ニュー・ステイツマン」詩に掲載されると物議を
かもしたそうである（DLB　40，　P．458）。それだけレインが注目されていると
いうことの証拠ではあるが…。
　話を戻すと，レインの詩の連は，二行連句が大きな中心にあり，次が三行連
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句であるが，最近変化の兆しが見られるといったところだ。第一詩集と第二詩
集におけるカプレットの頻出の理由は何であるか。言い換えると，カプレット
は他のものと較ぺてどんな特徴・長所を持6ているのだろうか。ここで一言断
っておかねばならないが，カプレットと言ってもレインの場合は韻を踏まない
のが原則であるし，しかも一つのカプレット内で一文が終わらずに，次のカプ
レヅトXと行跨がりすることも多いのだ。それを考慮に入れて考えることにし
よう。カプレットを使うと，
’1．．印刷された，文字面が軽い。
　二行印刷，一一行空白，二行印刷，一行空白…となるので，非常に余白の占め
る割合が高く，ぎっしり詰まった感じがしない。ということは，読者に威圧感
がないということだ。” ﾇ者は詩というだけで，散文に対するときよりは緊張す
るかもしれない。構文がひねってあったり，中身も何が言いたいのか判りにく
いことが多いのだから。そういう読者の緊張を解きほぐし，読みやすそうだと
思い込ませる効果が，多少なりとも，カプレットにはあると思う。
　2．　イメージが簡潔にまとまる。
　たとえ文がそこで完結しない場合でも，読者の側にはひとまとまりのイメー
ジが形成される。
．3．詩のリズムに動きがでる。
　1や2のことと重なるが，シャープなイメージを次々に繰り出していける。
二行でとりあえず切れてしまうので，特に理由をつけずに，一つのイメージか
ら他のイメージへ移れる身軽さがある。例えば，ヴィクトリアの朝の詩人カミ，
言葉や比喩を厚く重ねて大きな一つのイメージを練り上げていくのと’は対照的
である。リトグラフと油絵ほどの違いかもしれない。
　特に3の点で，レインはイマジズムの欠点を乗り越えたともいえると思うの
だ。イマジズムは，先に述べたように，1910年代の詩謁を一新したものであっ
たが，はやくから欠点も明らかだった。鮮やかな「もの」のイメージを提出す
るために，イマジストはヴィクトリアニズムの持つ豊饒を切り捨てたのであ
る。具体的に言えば，イマジズムの詩には，時間の流れがない，話の筋がな
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い，だから主題としての人間の内面・感情が描かれないということだ。パウン
ド自身は，イマジズムを脱して大長編rキャントーズ』に敢めかかり，ホメロ
スを始めとする引用をまじえた壮大な言葉の織物を紡いでいく。
　レインの場合は，第一詩集と第二詩集では，カプレットを用いることによ
り，流れ・動きのの欠如を克服した，と僕は思う。
　物語性の欠如という点に関しては，第三詩集r富』を待たねばならなかっ
た。ただし急いで付け加えておくと，物語性がr玉葱，記憶』とf火星人故郷
に葉書を送る』に全く欠けていたのではない。たとえば，凸r火星人故郷に葉書
を送る』の「暗闇で」は，ゆきずりのセックスが望まない妊娠を招いてしまい
…というプロットを持っている。マイケル・ハルスなどは，これを『火星人故
郷に葉書を送る』の中で最上の詩だと考えているくらいだ。しかしそこでもレ
インは彼なりめ工夫を凝らしてぴる。つまり，わざとお決まりの状況を選びと
りそれを今までと違う角度で描写することで，そこから容易に道徳的教訓を得
られぬような仕掛けになっているのである。今まで何度も繰り返されてきた物
語（道徳的教訓もその一つである）をさらに反復するのはレインの好むところ
ではない。
　ところが第三詩集になると，彼は，堰を切ったように，自己や自己の家族を
語り始めるのである。このr富』という詩集は前に述べたように，三つの部分
からなる。第一部「富」，第二部「銀の板」，第三部「貧困」である。このうち
第一部と第三部は十数篇の詩が集まったものだが，第二部は彼の父親のことが
二十ページ以上にわたり書いてあ’る。
　その親父どのが，かなりの碕人なのだ。レインが生まれたのは1944年だが，
30年代彼はペンキ塗りをしたり，鉛管工をしたり，電気屋をしたり，ボクサー
をしたりしていた。そこまではよい。レインが子供のころ，彼は心霊術者であ
り，祈濤により治療を行う人であったという。どうも，現代日本人たる僕の感
性では，心霊術者というと当惑してしまうのである。アメリカならともかくイ
ギリスにもそんな人がいるということが驚きでもあるが，まあ詩人の親だとい
うことでこちらは面白がっていればよいのだが。しかし，僕が当惑したのみな
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らず，レイン自身も十一歳で奨学金を得て，地方のパブリック・スクールに行
く（通いではなく寄宿制）ようになると，自分の父親および自分の家の貧困を
恥じるようになる。十六歳になってようやく父を恥ずかしいと思わ：な「くなっ
た，というくだりは，極端なまでに簡潔な筆の運びだが，「感動的」ですらあ
る。彼は自分が再び豊かになったと感じたというのである。
『富』一という詩集が・興味深いもう一？の点は・．庫伝部分と大い1こ関わるのだ
が，この親父Q伝記的事実を素材とし左詩がいく？もはk・っでい登ことだ。例
えば，「ハングリー・ファt）イター」はあるボクサ「の誌合を描写しているが，
これがレイセの父であることは，第二部を読めば明らかなりである。しかも冒
頭二行目から‘my　fatherlと来ると，意表をつかれた気さえするのだ。それだ
け今までの；つの詩集では，語り手自身のペルソナタりも，物をして語らしめ
ることに徹していたということだ。この語り手の意識を括弧にくくって観察す
る方法を，ジェイムズ・フェントンなどは現象学的文体と呼んでいたほどだ。
それだけに，赤裸々とも思えるほどに，一般的な日常の事物ではなくて，彼自
身のまわり（父や子供など）を主題に選ぶことが驚きなopだ。
　さらにもうひとつ『富』で目をひくのは，レインが断片的ながらも物語的要
素を強めた詩を書いたことである。しかもそこで特徴的なのは，物語は自分が
オリジナルを創るのではなくて，よそから借りてきてさまざまな言語的工夫を
凝らすのである。『富』の前にでた六篇の詩を集めたパンフレットが『自由な
翻訳』という題であったのは，この間の事情をよく示している。また，レイン
自身も，『富』の前書きで，ダンテ，マリナ・ツヴェタイェヴァ，ランボー，名
の知れぬアングロ・サクソンの詩人，フォード・マドックス・フォードから自
由に翻案したと断つている。このように，先行作品をもととし，それを換骨奪
胎するのは，彼の私淑するジョイスの方法論であった。いや，．ジョイスのみな
らず，T．S．土リオットやパウンドのよくするところでもあった。広い意味の
パロディといってもよい。
　モダニスト達とレインの共通点には方法論以外にはないだろうか。モダニス
トはその主要メンバーは皆，外から来た者であった。パウンド，エリオットはア
　　　　　　　　　　　　　　ー40一
メリカから，ジョイス，イェイツはアイルランドから。いわゆるイングリッシュ
ではなかった。レインはイギリス人であり，イギリスの中から出てきた。しか
し上で見たように，出身の階級が「労働者階級」である。現代イギリスを代表す
る詩人の一人ジェフリー・ヒルも父親が警官であり，家族のなかで初めて大学
に行った人間である。ハッフェンデンとのインターヴューの中で，オックスフ
ォードの中で孤立していたし，最初の二年間は居心地が悪かったと答えている
（ViewPoints：Poets　in　ConversatioZi　with　John　HOffenden　p．77）。レイン
の場合も，『富』の第二部を読むと判るように，パブリック・スクールに入bた
時点で周りの生徒との階級の差，貧富の差を感じている。つまり，ヒルと同様
に，レインはイギリスの支配階級に対してこれまで「よそもの」であったとこ
ろの「労働者階級」の出身なのだ。そして大雑把にいうと彼等の世代から奨学
金を得て，さまざまな階級からもオソクスフォード，ケインブリッジ大に進学
するようになったわけだ。その思春期の「よそもの」感覚の経験は，彼の詩法・
の核をなしていてもおかしくはない。さらにレインは，母親がカトリック教徒
であるため，カトリックとして育てられ，九歳の時にほ，司祭を補助する侍者
も勤めている。パブリック・スクールで一般の英国国教徒の生徒が礼拝に行く
時には，ユダヤ教徒とカトリック教徒は礼拝堂には行かないのだ。彼はその
間，ジャズを習ったり煙草をふかしたりしていたという。自らの異物感に対し
て，深刻ぶるだけでなく，機知に富んだ表現を獲得したところにレインの才能
が発揮されている。ただし，レインも言うように，「機知と真面目さは同居で
きないものではない」ことを確認しておこう　（Thiray　Years　oプthe　Poetry
Book　SocietOV　1956－1986，　p．154）。
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　レインには上にとりあげた三つの詩集のほかに，『ソ連の電化』という本があ
る。題名はレーニンの演説からとったものらしい。第八回全ロシア・ソヴィエ
ト大会（1920年12月22日）での報告の中で，レーニンが「共産主義はソヴィエ
ト（労農評議会）の権力とソ連全土の電化を合わせたものだ」と述べていると
ころからである。レインの作品はオペラのリブレットだ。オペラの台本を書く
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に至った経緯は彼自身が述べているので，かいつまんで紹介しよう。イギリス
にグラインドボーン音楽祭というものがある。1934年創設で，ロンドンの南約
80キロのサセックス州で催される極めてチケットの入手困難な「名門」音楽祭
である。それに参加したわけだ。話を持ってきたのは作曲家のナイジェル・オ
ズボーン（1948年生まれ，20世紀のロシア文学への関心が深い）。演出は，ピ
ーター・セラーズ。レインは，台本を単なる音楽の付属物とは考えず，「オペ
ラこそが，詩劇が自然にみえる唯一の場」であるという信条を吐露している。』
　詩劇であるというのは，具体例を見ればすぐにわかる。アンナのアリアをみ
ょう　（The　Electrification　of　th¢Soviet　Un　ion，　p．36－37）。
Idied　the　day　my　husband　died，
There’s　noth五ng　you　can　do．
Icried　the　way　my　husband　cried，
the　way　the　dying　do．
He　turned　his　head　and　vomited。
Iwiped　away　the　spew．
And　when，　instead，　he　soiled　the　bed，
Icleaned　away　that　too．
His　chest　was　bare．　I　knew　the　hair，
Iknew　the　way　it　grew．
Iknew　his　lips，　his　fingertips，
but　now　his　lips　were　blue．
Iwashed　his　sheets　and　walked　the　streets，
the　way　the　living　do．
Ihung　them　out，　then　walked　about，
but　I　was　lifeless　too．
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Isat　there　and　forgot　to　blink，
the　way　that　dead　eyes　do．
IpOured　his　medicines　down　the　sink，
till　I　was　empty　too．
And　I　was　brave　beside　a　grave
dug　slightly　out　of　true．
The　coffin　bands　slid　through　those　hands
and　I　was　buried　too．
Id童ed　the　day　my　husband　died．
There’s　nothing　left　for　yoU．　．
IP！ayed　like　sunlight　on　the　spade，
and　then　I　faded　too．
わたしは夫が死んだ日に死んだの。
あなたにはどうしようもないことだわ。
わたしは夫とおなじように泣いた，
死んでいく人の泣き方よ。
あのひ、とは顔の向きを変えて吐v｝たの。
わたしはへどを拭き取った。
吐くどころか，ベジドをもっとよごした時も，
わたしはきれいにした。
あのひとの胸はむきだしだっ迄わ。胸毛，
毛の生え方をわたしは知ってた。
あのひとの唇1指先，
でも，もうあのとき，唇はあおくなっていた。
わたしはあのひとのシーッを洗い，街を歩いたの，
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生きるものの歩き方で。
シーツを干して，それから歩きまわった，
でもわたしももぬけの殻だった。
わたしはすわって瞬きを忘れたわ，
死んだ人の眼と同じよ。
わたしはあのひとの薬を流しに捨てた，
わたし自身も空っぽになるまで。
わたしは泣かずにいたわ
すこしまがって掘られたお墓のわきで。一
お棺を降ろす紐がするすると手の問をすべり，
わたしも埋められた。
わたしは夫が死んだ日に死んだの。
あなたにあげるものはなにもないのよ。
わたしは陽の光のように鋤の上を戯れ，
そしてわたしも消えた。
　上の引用は，London　Rewiew　oプ　Books紙にも掲載された。‘Songs　for　an
Opera’と言う題で，『ソ連の電化』から三つのアリアが抜き出されているの
で，独立した詩としても鑑賞にたえるものと作者が自負しているものと思われ
る。ご覧の通り・韻を踏んでいる。ababあるいはabcbという形式をと
り，8音節である。脚韻だけではなく，ちょっと注意するとあちこちにinternal
rhymeが織り込まれているのに気付く。たとえば第2連の3行目の・instead・
と‘bed’・第3連の1行目の‘bare’と‘hair’，2行目の‘knew’と‘grew’，
3行目の‘Iips’と‘fingertips’といった具合だ。このinternal　rhymeの使用
は言うまでもなく音楽性を高めるのに貢献しているが，それ以上にアンナの内
面をあらわすのにぴったりだ。アンナが夫のことを忘れられず頭から離れぬよ
うに，同じ母音が繰り返し繰り返し響くのだと僕は思う。というのもinternal
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rhymeの使用はアンナのアリアに限られているからだ。こういったアリア以外
の地の部分，r・レスタテ詮一瀕オのところは韻を踏んではいない。，このアリアを
これまでのレインの詩t般と較べると，’平明な感情表現に富み，形式的により
整っているのが特、徴であるといらてよいだろう。
　原作は，ロシアの作家パステノヒナSクの中編小説r去年の夏』である。ちな
みに，レインの妻アンナカミパステノkナークの姪であることは，オズボーンから
の話を引き受けた一つの要因になっているかもしれない。簡単に劇の仕組みと
筋立てを紹介するg二幕もので，エピローグがついている。、第一幕は，1916年
の冬。翌年の二月革命④直前である．。パステルナークがテーズルで物を書いて
いる。彼は，革命の大義りための歌もうたうが，最後まで舞台の端で，舞台を
見ながらそれを書き留めている。詩人のゼレッツァが故郷に帰ってくる。彼に
ぽナターシャ’という妹がいる。彼女は革命を教条的に信奉するレテニ7に夢中
だ。ゼレッツァは戦争未亡人のアンナを恋している。彼女は，ブルジョアのフ
レストルン家の家庭教師をしているが，女主人と折り合いが悪い。一方，フレ
ストル≧家は，ゼレ以ツァのパトロンでもある。ゼヒツツァはアンナを口説く
が，アンナは死んだ夫の思い出を切々と語る。これが上に引用したアリアであ
る。第二幕では，冒頭から売春婦が登場し，そこヘゼレッツァが来る。エロテ
ィックなやりとりの問に娼婦の夫が帰ってきてしまい，ゼレッツァは出てい
く。場面は変わって，ゼレッツァはアンナに唐突に求婚するが，アンナは考え
させてくれという。気分の高揚したゼレッファが劇を書いている問に，アンナ
はその地を去っていくが，ゼレッツァは自分の劇に夢中で全く気がつかない。
その劇中劇は，Y氏というゼレッツァを思わせる入物が，博愛主義者で，せり
に自分自身をかけることにより全女性を救うというもの。エピローグは舞台が
三年後となる。初めて電気が通る。フレストルン家は革命のため財産没収。党
員となってその場をとりしきるアンナ。そこヘゼレッツァが来る。アンナは，
党はゼレッツァとフレストルン家の関係を知ってv、・るから逃げるようにと忠告
する。
　以上のべただけでもおわかりのように，ロシア革命という歴史的事件が舞台
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の外で起こっていて，その余波をもろに受けて翻弄される人々の生活の一部が
断片的に描かれている。ここでもレインは色々趣向を凝らしている。’つだけ
言うと，エビn一グでアンナとゼレッツァが一緒にフレストルン家のアルバム
を見るところがある。普通なら彼等の見ている筈の写真は観客には見えないの
だが，ここでは，彼等の見ている写真は窓に投影される。窓をスクリーンにし
て投影されたフレストルン家の家族写真は，オペラの終わりに党員レモコフが
アンナからアルバムを取り上げると，びりびりと引き裂かれ，吹雪のように散
っていく。つまり，リアリズムを逸脱して観客に情報を与えているわけで，ブ
レヒトが演劇において慣習を破って背景を説明する字幕を掲げたのに通じるも
のがあろう。しかも政治が平然と一つの家庭を壊してしまい得ることを効果的
に印象づけている。
　一言だけ大局的に見た19世紀のイタリア・オペラの台本の傾向との違いを述
てよう。まず共通点。革命と愛をあつかっていること。相違点。革命といって
も背景にあって，登場人物のアクションと直接の関わりを持っていない。恋愛
関係もチェーホフに似て，成就することのない一方的な，ある意味で，孤独な
愛である。情念が激しくぶつかりあわずに，空回りしているのだ。その点が，
ロマンティックなイタリア・オペラとの最大の相違である。つまりこのオペラ
は，リブレットの点ではロマン派以降のものなのであり，モダニズムの落とし
子のような詩人レインが取り組むことに納得がいく。ただし，オペラはあくま
で演劇であり，演出・音楽・装置に関して実際の上演を見ていないのが残念で
ある。初演は，英国の劇評によれば，歌詞と音楽が妥協しあっていないので，
歌詞がよく聞き取れないという不満はあがっていたが，おおむね好評で，1988
年に再演もされている。
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